
12広報かみじま 2016.09

草
刈
を
行
っ
て
、
鳥
獣
が
出
没

し
に
く
い
環
境
を
作
る
。

ワ
イ
ヤ
ー
メ
ッ
シ
ュ

●
結
束
線
は
腐
食
に
強
い
ス
テ

ン
レ
ス
製
が
良
い
。

●
つ
な
ぎ
目
、
地
際
を
掘
り
返

さ
れ
な
い
よ
う
に
、
し
っ
か
り

と
固
定
。

●
地
形
の
凹
凸
に
合
わ
せ
て
隙

間
な
く
張
る
。

●
ワ
イ
ヤ
ー
メ
ッ
シ
ュ
の
横
筋

は
圃
場
側
と
す
る
。

電
機
柵

●
皮
膚
は
剛
毛
な
の
で
、
確
実

に
鼻
に
当
た
る
よ
う
に
柵
線
を

設
置
。

●
柵
線
の
高
さ
は
、
絶
え
ず
20

㎝
、
40
㎝
を
保
持
す
る
こ
と
。

●
地
形
の
凹
凸
に
合
わ
せ
て
支

柱
を
追
加
す
る
。

しまなみ農業だより

み
ん
な
で
防
ご
う
！

イ
ノ
シ
シ
被
害
対
策

対
策
を
練
る
に
は
、

ま
ず
は
相
手
を
よ
く
知
ろ
う

イ
ノ
シ
シ
の
生
態

■
生
活　

本
来
は
昼
間
活
発
に

行
動
。
人
間
を
恐
れ
日
没
か
ら

夜
間
に
行
動
。

■
行
動　

行
動
範
囲
は
数
㎞
四

方
で
、
定
着
と
移
動
を
繰
り
返

す
。
海
を
数
㎞
泳
ぐ
こ
と
も
。

■
食
性　

雑
食
性
。
人
間
の
食

べ
物
は
全
て
食
べ
る
。
秋
の
ド

ン
グ
リ
は
大
好
物
。

■
集
団　

交
尾
期
は
年
に
１
回

で
、
12
月
～
２
月
頃
。
出
産
は

４
月
～
６
月
。
メ
ス
は
２
歳
で

初
産
を
迎
え
、
５
頭
前
後
を
出

産
。
自
然
界
で
の
寿
命
は
、
オ

ス
で
６
歳
、メ
ス
で
10
歳
程
度
。

イ
ノ
シ
シ
の
特
徴

●
き
わ
め
て
警
戒
心
が
強
く
臆

病
。
安
全
な
場
所
で
は
大
胆
に

行
動
。

●
学
習
能
力
は
高
く
、光
や
音
、

に
お
い
な
ど
に
よ
る
忌
避
効
果

は
一
時
的
。

●
ジ
ャ
ン
プ
力
は
最
大
１
２
０

㎝
。

●
嗅
覚
は
犬
並
み
、
鼻
は
70
㎏

程
度
の
も
の
を
持
ち
上
げ
る
。

●
柵
等
の
障
害
物
が
あ
る
と
飛

び
越
え
る
よ
り
潜
り
こ
む
。

知
ら
な
い
う
ち
に
餌
付
け
？

み
ん
な
で
し
っ
か
り
対
策
を

集
落
環
境
の
整
備

●
餌
付
け
に
な
る
こ
と
は
や
め

ま
し
ょ
う
。

・
農
作
物
や
野
菜
ク
ズ
等
を
農

地
に
捨
て
な
い
。

・
自
家
用
の
野
菜
や
果
物
は
全

て
収
穫
。

・
お
墓
の
お
供
え
物
も
餌
付
け

と
同
じ
な
の
で
、
家
に
持
ち
帰

る
。

●
耕
作
地
や
住
宅
周
辺
の
草
刈

り
を
し
ま
し
ょ
う
。

・
雑
草
が
茂
れ
ば
獣
の
侵
入
経

路
や
隠
れ
場
所
に
な
る
。

・
山
際
等
の
草
木
の
伐
採
や
下

研
究
成
果
発
表
、
農
林
水
産
デ
ー

　

愛
媛
県
農
林
水
産
研

究
所
（
松
山
市
上
難
波
甲

３
１
１
）　

０
８
９
―
９

９
３
―
２
０
２
０　

愛
媛

県
果
樹
研
究
セ
ン
タ
ー

（
松
山
市
下
伊
台
町
１
６

１
８
）　

０
８
９
―
９
７

７
―
２
１
０
０

問

●
碍が

い

子し

は
外
側
で
、
支
柱
と
柵

線
は
接
触
し
な
い
。

●
草
刈
等
を
励
行
し
、
漏
電
を

防
ぐ
。

イ
ノ
シ
シ
に
出
会
っ
た
ら
？

静
か
に
そ
の
場
を
離
れ
ま
し
ょ
う

●
背
中
を
見
せ
ず
に
ゆ
っ
く
り

と
後
退
し
、
静
か
に
そ
の
場
を

離
れ
る
。

●
あ
わ
て
て
急
に
走
り
出
し
た

り
す
る
と
、
イ
ノ
シ
シ
を
興
奮

さ
せ
て
危
険
。

威
嚇
し
た
り
追
い
払
っ
た
り

し
て
は
い
け
ま
せ
ん

●
大
声
を
出
し
た
り
、
物
を
投

げ
た
り
し
て
イ
ノ
シ
シ
を
刺
激

す
る
と
、
興
奮
し
て
人
を
襲
う

可
能
性
が
あ
り
非
常
に
危
険
。

●
次
の
よ
う
な
場
合
は
、
イ
ノ

シ
シ
が
興
奮
し
た
状
態
で
襲
っ

て
く
る
可
能
性
も
あ
る
の
で
、

特
に
注
意
が
必
要
で
す
。

・
イ
ノ
シ
シ
が
怪
我
を
し
て
い

る
。

・
イ
ノ
シ
シ
が
犬
に
追
わ
れ
て

い
る
。

・
発
情
期
（
晩
秋
か
ら
冬
）
や

分
娩
後
（
４
月
か
ら
６
月
は
出

産
時
期
）
で
攻
撃
的
に
な
っ
て

い
る
。

・
犬
を
連
れ
て
い
る
場
合
、
犬

と
飼
い
主
を
敵
と
判
断
し
襲
っ

て
く
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

愛
媛
県
農
林
水
産
研
究
所
お

よ
び
愛
媛
県
果
樹
研
究
セ
ン

タ
ー
で
は
、
試
験
・
研
究
成
果

の
発
表
、
施
設
や
研
究
ほ
場
の

公
開
に
加
え
、
さ
ま
ざ
ま
な
イ

ベ
ン
ト
を
開
催
し
ま
す
。

日　

時　

10
月
１
日（
土
）
８

時
30
分
～
16
時
、
２
日（
日
）

８
時
30
分
～
15
時

問

TEL
TEL



消防だより

？！
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平成28年７月出動件数
摘要 火災 救急

弓　　　　削 0 29
生　　　　名 0 12
岩　　　　城 0 13
魚　　　　島 0 3
合　　　　計 0 57
平成28年累計 3 276

平成28年７月31日現在

火災・救急・救助は

119
【上島町消防署】
　77-4118TEL

全
国
大
会
出
場
決
定
！

第
45
回
消
防
救
助
技
術
四
国
地
区
指
導
会

７
月
29
日（
金
）、
松
山
市
中
央
公
園
に
お

い
て
消
防
救
助
技
術
四
国
地
区
指
導
会
が
開

催
さ
れ
、
上
島
町
消
防
署
か
ら
は
、
水
上
の

部
（
溺
者
搬
送
）
に
穂
積
消
防
副
士
長
、
池

上
消
防
副
士
長
が
出
場
し
ま
し
た
。

日
頃
の
訓
練
成
果
を
発
揮
し
、
愛
媛
県
１

位
で
、
全
国
大
会
『
第
45
回
全
国
消
防
救
助

技
術
大
会
』へ
の
出
場
権
を
獲
得
し
ま
し
た
。

※
全
国
大
会
は
、
８
月
24
日（
水
）に
同
会
場

で
開
催
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
結
果
に
つ
い
て

は
、
来
月
号
に
掲
載
い
た
し
ま
す
。

救出に向かう様子

溺者搬送の様子

穂積消防副士長 池上消防副士長

スタート準備（奥のレーン）

救助大会の開催目的
救助技術の高度化に必要な基本的要素を練磨することを通じ
て、消防救助活動に不可欠な体力、精神力、技術力を養うとと
もに、四国の消防救助隊員が一堂に会し、学ぶことを通じて、
他の模範となる消防救助隊員を育成し、住民の消防に寄せる期
待に力強く応えることを目的として毎年開催されています。

水上の部｜溺者搬送
二人一組（要救助者含む）で行う水上競技で、スタート地点か
ら20メートル先の要救助者（溺者）を、注視しながら泳いで
近づいた後に確保し、ヘアキャリー（※）で搬送して救出するま
での安全確実性と所要時間を評価するものです。

（※）要救助者の髪の毛をつかみ、顔を水の中に沈めないように
注意しながらあおり泳ぎで搬送する。

９月９日は

救急の日
９月４日～10日は
「救急医療週間」

「
救
急
の
日
」
は
、
救
急
医

療
及
び
救
急
業
務
に
対
す
る
正

し
い
理
解
と
認
識
を
深
め
、
救

急
医
療
関
係
者
の
意
識
の
高
揚

を
図
る
こ
と
を
目
的
に
昭
和
57

年
に
定
め
ら
れ
て
お
り
、
毎
年

９
月
９
日
を
「
救
急
の
日
」
と

し
、
こ
の
日
を
含
む
１
週
間
を

「
救
急
医
療
週
間
」
と
し
て
い

ま
す
。

い
ざ
と
い
う
と
き
の
た
め
に

各
種
救
命
講
習
会

消
防
署
で
は
、
Ａ
Ｅ
Ｄ
を
用

い
た
心
肺
蘇
生
法
や
身
近
な
物

を
使
用
し
た
救
護
法
、
搬
送
法

な
ど
が
学
べ
る
各
種
講
習
会
を

行
っ
て
い
ま
す
。
少
人
数
か
ら

で
も
受
け
付
け
て
お
り
ま
す
の

で
、
お
気
軽
に
上
島
町
消
防
署

ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

●
救
命
基
礎
講
習
（
１
時
間
か

ら
１
時
間
30
分
）

●
普
通
救
命
講
習
（
３
時
間
）

●
上
級
救
命
講
習
（
８
時
間
）

※
受
講
者
の
要
望
に
応
じ
て
講

習
内
容
を
検
討
し
ま
す
。

救
急
車
の
適
正
利
用
を

お
願
い
し
ま
す

救
急
車
や
救
急
医
療
は
限
り

あ
る
資
源
で
す
。
い
ざ
と
い
う

と
き
の
皆
さ
ん
自
身
の
安
心
の

た
め
に
、
救
急
車
の
利
用
に
つ

い
て
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

全
国
的
に
も
こ
う
し
た
ケ
ー
ス

で
救
急
車
が
呼
ば
れ
て
い
ま
す

●
虫
（
何
か
わ
か
ら
な
い
）
に

刺
さ
れ
て
か
ゆ
い
。

●
病
院
で
も
ら
っ
た
薬
が
な
く

な
っ
た
。

●
今
日
入
院
予
定
だ
か
ら
、
病

院
に
行
き
た
い
。

●
ヘ
ル
パ
ー
を
呼
ん
だ
が
来
て

く
れ
な
か
っ
た
の
で
、
代
わ
り

に
救
急
車
を
呼
ん
だ
。

●
病
院
で
長
く
待
つ
の
が
面
倒

な
の
で
、
救
急
車
を
呼
ん
だ
。

　

判
断
に
迷
っ
た
と
き
は
…

急
な
病
気
や
ケ
ガ
を
し
た
と

き
、
救
急
車
を
呼
ん
だ
ほ
う
が

良
い
の
か
、
自
分
で
病
院
を
受

診
す
れ
ば
い
い
の
か
、
ど
こ
の

病
院
に
行
け
ば
い
い
の
か
迷
う

こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

そ
の
よ
う
な
と
き
は
…

上
島
町
消
防
署
（
７
７
―
４

１
１
８
）へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
次
の
よ
う
な
電
話
相

談
窓
口
が
あ
り
ま
す
。

【
固
定
電
話
か
ら
】＃
７
１
１
９

救
急
相
談
セ
ン
タ
ー
（
東
京
）

救
急
安
心
セ
ン
タ
ー
（
大
阪
、

奈
良
）
＃
８
０
０
０　

小
児
救

急
医
療
電
話
相
談
事
業
※
各
都

道
府
県
に
窓
口
が
あ
り
ま
す
。

本
当
に
必
要
か

考
え
て
み
よ
う


